
1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています︕

堺４ スマートメーター化の前段としてのメーター地上化について

2  課題の詳細

求める技術︓⑪⑮

堺市

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

メーター本体は地中設置のままスマートメーター化した場合、定期的な検針に伺うことがなくなり、

メーター環境が悪化し取替不可事案がなお増加するであろうこと。

水道メーター取替等業務。メーター位置が家中で常時不在、重量物下等により多くの取替不能事案が発生。

地上化によりメーターの大型化が容易となり、電池も大型化可能（即ち長寿命）化、複数通信方式対応型の製作容易化、

小さく製作しないことによるコストダウウンが期待できる。地上化により、確実に通信成功率は向上。将来的に電磁流量

計への変更も可、水平設置不用化。ｽﾏｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞ化も可、開閉栓に現地訪問不要化。検満取替不可事案が激減、取替えも容易

化。人件費は検針費以外に取替費・開閉栓費も縮小可。盗水発見も容易化。地上化かつ指示数表示面が横向きメーターで

あれば、スマメ化せずともお客様敷地外から楽に検針可

メーターの地上設置化に必要な技術（耐衝撃性、耐寒性、指示数表示面が横向きのメーターの製作技術

開発業者と提携し、モデルタウンを構築、実証実験を行う。


